
 DST（KYOTO×教育 DXサポートチーム）は令和７年 

の活動をスタートさせました。これまでの DX通信で 

もお知らせしているように各校を訪問しての研修支援 

や授業支援に、ロイロノートスクール・Teams・Forms 

の「操作方法解説ショートムービー」の公開を引き続 

き行っています。 

さて、各校におかれましては、今年度のまとめの時期に差し掛かってきた頃か

と思います。各教科等での振り返りやまとめに GIGA 端末の活用も増えるのでは

ないでしょうか。今年度も残りわずかではありますが、様々な業務が重なるこの

時期に DST（KYOTO×教育 DXサポートチーム）はサポートの依頼を受け付けてい

ます。この紙面上の右下のリンクから申込みフォームにご記入ください。各校に

お配りしている「支援・研修（2月分）」の「申込 Forms」、または光京都ネット 

 から支援申込フォームからでもお申し込みいただけ 

ます。ご不明な点やご質問がございましたら、お気軽 

にお問い合わせください。 

支援申込書 

ショートムービー 
ＱＲコード 

ロイロノートスクール・Teams・Forms 

の「操作方法解説ショートムービー」は 

こちらのＱＲコードからご覧になれます。 
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ＩＣＴ活用今月の一歩① 
Teams ブレイクアウトルーム 

開催者の操作 

 

 

 

Teams で新しい会議を開始する

か、既存の会議に参加します。 

会議が始まったら、画面上部ツー

ルバーにある「ルーム」アイコン

をクリックします。 

④ 

③ 

ブレイクアウトルームの数を選択しま

す。参加者を自動的に割り当てるか、手

動で割り当てるかを選べます。 

 

自動割り当てを選んだ場合、Teamsが参加

者を均等に分けます。手動割り当てを選ん

だ場合、「Ａ」にチェックを入力し、「Ｂ」

で各ルームに参加者を割り当てます。 

Microsoft Teamsのブレイクアウトルームは、会議中に参加者を小グループに

分けて、より集中したディスカッションや作業を行うための機能です。 

Ａ Ｂ 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

すべての設定が完了したら、「会議室を開

く」をクリックし、ブレイクアウトルーム

を開始します。 

⑤ 

⑥  

 
ディスカッションが終了したら、「会議室

の終了」をクリックして、参加者をメイン

会議室に戻します。 

※主催者は各ルームを訪問して、ディスカ

ッションの進行状況を確認できます。 

（…から「参加」をクリックする。） 

Teams  
ビデオ通話を行う方法 ＩＣＴ活用今月の一歩② 

左側のメニューから「チャット」

を選択します。次に、画面上部の

「新しいチャット」ボタン（鉛筆

アイコン）をクリックします。 

 

Teamsのビデオ通話とは、相手の顔を見ながら話せる通話のことです。 

①  

 

他校との交流によく使われています。小グル

ープを作り、それぞれがブレイクアウトルー

ムで交流します。 



 

 

 

 

 

 

 

 
ビデオ通話に参加してほしい人の

名前やメールアドレスを入力し

て、チャットグループを作成しま

す。複数人を追加することができ

ます。 

 

チャットウィンドウの右上にある

「ビデオ通話」ボタン（カメラア

イコン）をクリックします。これ

でビデオ通話が始まります。 

 

 

 
通話が始まってから、カメラとマ

イクの設定を確認します。必要に

応じてオン・オフを切り替えま

す。 

かかってきた人は左のような画

面が表示されます。ビデオ通話

ボタンをクリックすると話すこ

とができます。 
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☆東山泉小中学校（1月 17日：個別研修） 

 最初に、ロイロノート全般について研修しました。提出されたカードの画

面配信や返却の仕方、資料箱の使い方などについて説明しました。そして、

ミライシードです。まず、児童と同じようにドリルに取り組み、その後、学

習状況の確認方法を伝えました。少し多めの内容でしたが、授業で活用でき

るようにと熱心に取り組まれていました。 

 

画面共有を使って、効果的にコミュニケーシ

ョンを取ることもできます。通話中に他の人

を追加することも可能です。 

 


